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研究成果の概要： 

化学物質過敏症やシックハウス症候群は微量な化学物質により起こる健康障害であり、世界的

に患者の増加が問題になっている。しかし、世界的にも診断基準や病態などはよくわかってい

ない。また、これらの疾患患者の診断やスクリーニングに役立つ問診票は確立していない。 

そこで、本研究では、日本の MCS 患者の病態を明らかにしながら、MCS・SHS 患者の診断やス

クリーニングに役立つ問診票を作成した。 
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年度  
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研究分野：複合新領域 

科研費の分科・細目：環境学・放射線、化学物質影響科学 

キーワード：環境分析、建築環境・設備、社会医学、環境毒性学 
 
１．研究開始当初の背景 

近年、世界的にも化学物質過敏症（MCS）
やシックハウス症候群（SHS）の患者の増加
が問題になっている。しかし、世界的にも MCS
患者の診断表やその病態はよくわかってい
ない。また、日本では、MCS・SHS の診断に有
効な問診票はまだ、作成されていない。 
 
 

２．研究の目的 
（１）日本の化学物質過敏症（MCS）および

シックハウス症候群（SHS）患者の病
態（特性、発症要因、自覚症状の特徴
、アレルギー疾患との関係、他覚的臨
床検査）を明らかにする。 

（２）日本の患者の病態を諸外国患者と比較
する。 

（３）また、日本のMCS患者やSHS患者の診断
やスクリーニングに有効な問診表を
確立する。 
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３．研究の方法 
（１）北里研究所病院臨床環境医学センター

で MCSと診断された患者のカルテをも
とに、症状、他覚的臨床検査結果、ア
レルギー疾患との関係について解析
する。 

（２）日本の患者の病態を既報の諸外国の患
者のそれと比較する。 

（３）患者と健常者の QEESI 問診票得点を比
較し、QEESI を MCS 患者のスクリーニ
ングにつかう場合のカットオフ値を
検討する。 

 
 
４．研究成果 
（１）患者の7割は女性である点は欧米と同

様だった。 
（２）患者の84％は何らかのアレルギーを有

しており、MCSとアレルギーの密接な関
係が示唆された。 

（３）性差を比較すると、男性患者は若年者
が多く、発症要因としては男性は職場関
連の化学物質曝露が大部分を占めた。一
方、女性は幅広い年齢分布を示し推定発
症要因も多彩であった。 

（４）QEESI問診票の得点を日米で比較する
と、健常者は日米で差がなかった。しか
し、患者群では差があり、日本のMCS患
者は米国と比べ、重症者が少なかった。 

（５）患者103名と年齢性別がマッチングし
た健常者309名のQEESI得点をROC分析を
用いて比較し、カットオフ値を求めた。 

（６）QEESIの化学物質不耐性≧40点、症状
≧25点、日常生活障害≧10点、の内2つ
以上に該当する人はMCSの疑いがある。 

 
以上のように、当初の目的通り、日本のMCS

患者の病態を解明することができた。また、
日本のMCS患者の診断やスクリーニングに役
立つ問診票（QEESI日本語改定版）が作成で
きた。 
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